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あるべき復興支援の過程（復興支援プロセス） 

あるべき復興の過程（復興プロセス） 

現状 
中間 
目標 

（ステップ） 

目指すべき

姿 
（ゴール） 

想定 
される 
課題① 

想定 
される 
課題② 

課題解決に 
向けた 

担い手毎の 
主な役割① 

課題解決に 
向けた 

担い手毎の 
主な役割② 

本ロードマップの記述方法 

市民がつくる復興ロードマッププロジェクト 概要 ＰＪ全体像 

背景：震災5年。自治体が定めたビジョンや計画は“自分事”になりにくく、具体的な見通しや指標を立てることが難しい 

   市民やコミュニティ、また支援者が自ら現状を確認し、復興の具体的な見通しを立てるためのツールが必要 

目的：①多様な担い手が、復興の過程（見通し）と果たすべき役割を確認できる復興の見取り図（問い）となること 

   ②今後起こり得る災害復興の一手法、また東日本大震災の経験を伝えるツールとなり得る 

期間：2020年までは継続予定（2015～2016年度の二か年は中央共同募金会による助成により骨子作成） 

   －2015年度はロードマップ第一稿を発表／2016年度は実践・検証等を通し第二稿を発表予定 

主体：三県の連携復興センター、阪神淡路・新潟中越の復興まちづくり実践者等を交えた作成委員会を構成 

tomoya.kawarada
テキストボックス
　　資料６ 
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現状 

住民主体の自治組織や、NPO等
の課題解決型組織による自発的な

活動が行われている。 

中間目標（ステップ） 

まちづくり協議会や行政、NPO
等、内外の多様な担い手が地域づ
くりの目標を共有し、役割分担を
しながら復興を推進している。 

目指すべき姿（ゴール） 

多様な担い手の連携により、地域
運営を担う組織や機能が構築され、
共有された目標に基づいた自律的
な地域経営が行われている。 

＜基本的な考え方＞ 

 多様な担い手の参画を得た復興の推進から、戦略的・組織的な地域の経営体制を構築する 

 そのためには、行政のみではなく多様な担い手により復興を推進する視点を持ち、復興の各段階において多様な担

い手による適材適所の参画・協働を得て、復興期の経験を平時の地域経営体制の構築につなげていく必要がある 

想定される課題② 

• 新旧の地域経営の多様な担い手に
よる体制構築に向けた協議・協働
が難しい 

• 担い手となり得る団体の解散・撤
退、担い手の高齢化 

課題解決に向けた 
担い手ごとの役割① 

• (市民セクター)多様な担い手への
支援や連絡調整、住民合意形成に
向けた専門家派遣等の支援 

• (行政等)多様な担い手への支援や
連絡調整・役割分担を持続可能に
する制度構築や事業活用 

• (大学・企業等)事例の共有や関与 

課題解決に向けた 
担い手ごとの役割② 

 
• (市民セクター) 地域経営の仕組み

づくりや体制構築への支援 
• (行政等) 地域経営の推進に係る制

度設計や予算確保 
•  (大学・企業等)事例の共有や関与 

 
 

想定される課題① 

• 連絡調整や協議不足による活動の
重複や隙間の発生 

• 法人等、新たな地域経営の担い手
の力量・信用不足 

• 住民間の合意形成が難しい 

市民がつくる復興ロードマップ（第一稿）抜粋 

３．豊かに暮らせる地域づくり 

１）多様な担い手による自律的な地域経営 記載内容例 
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 ①タタキ台に対しての進捗状況（認識）の認識（緑）→作成したいテーマの選出（赤）→ロードマップの作成 

 タタキ台との「差や共通点」、個人の進捗状況の認識の「差や共通点」を確認・共有する 

 「最近は集まって議論する場自体が無かった。改めて議論出来て良かった」との声も 

市民がつくる復興ロードマップを用いた 

地域・団体・ネットワーク等での議論・検討 地域ＷＳ 







  気仙沼セッション 
 

日時 

2017年2月17日（金） 
15:00-18:00（開場14:30） 
 

会場 

K-port 
気仙沼市港町1-3 

  女川セッション 
 

日時 

2017年3月3日（金） 
13:30-17:00（開場13:00） 
 

会場 

女川フューチャーセンターCamass 
女川町女川浜字大原75-7 

東日本大震災から６年。 
地域の復興に向けた 
企業とＮＰＯの 
これまでとこれから 
ダイアローグ・セッション 

企画・運営：一般社団法人 みやぎ連携復興センター 

問い合わせ：Tel 022-748-4550 Mail info@renpuku.org 
      担当：石塚・堀内 

主催：宮城県 共同参画社会推進課 

本企画は、「宮城県NPO等の絆力を活かし
た震災復興支援事業」の一環で実施します。 

MAR 

03 
FEB 
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セッションプログラム（２会場共通） 

①ＮＰＯと企業の取組事例の共有 
②ＮＰＯと企業のダイアローグ（円卓会議） 

③交流会（ソフトドリンク・お菓子等用意） 
 

定員 

40名（定員に達し次第、締切とさせて頂きます） 
 

申し込み方法（事前申込制） 

本チラシ裏面、もしくはみやぎ連携復興センター
ウェブサイトより必要事項を記入しお申込み下さい。 

目標やKPIが
見えるとNPO
と協働できる 

開催主旨 

震災から6年が経過しますが、解決すべき地域の復
興課題は未だ多くあります。ＮＰＯと企業の協働に
よる課題解決のさらなる促進をめざし、NPOと企業
の取り組みのこれまでを振り返り、これからの在り
方を議論する円卓会議を開催します。 
 

対象者 

地域の復興に取り組む企業・ＮＰＯ・行政担当者や、
テーマにご関心のある方はどなたでも参加頂けます。 

 

入場無料 
事前申込制 

 

どなたでも 
ご参加頂けます 

収益に 
つなげたい 

地域の課題解 
決に一緒に関
わって欲しい 

関わり方が 
わからない 

[Ver.5] 



  女川セッション 
 

取組報告または参加（予定）団体 

・宮城県中小企業家同友会 

・ロート製薬株式会社 

・特定非営利活動法人アスヘノキボウ 

・積水ハウス株式会社 

・特定非営利活動法人石巻復興支援ネットワーク ほか 
 

会場へのアクセス 

女川フューチャーセンターCamass 
女川町女川浜字大原75-7 TEL: 0225-98-7175 

両会場とも 
随時更新中！ 
最新情報は 

ウェブサイトで 
ご覧下さい 

参加会場   □ 2/17（金）気仙沼セッション   □ 3/3（金）女川セッション 

ご所属 
（団体・会社） 

参加代表者 
肩書・ご氏名 

参加代表者 
ご連絡先 

Email: Tel: 

同行者がいる場合
の肩書・氏名 

アンケートへの 
ご協力を 
お願いします 

１ 
震災からの復興に向けて、
企業とNPOの協働による取
組を推進していますか？ 

 □している（してきた） □していない 

２ 

１で「している」と答えた
方にお聞きします。あなた
の経験上、企業とNPOが協
働することのメリット（利
点・価値）・ポイント（要
点）は何ですか？ 

協働の 
メリットは、 

協働の 
ポイントは、 

３ 
１で「していない」と答え
た方にお聞きします。して
いない理由は何ですか？ 

  

東日本大震災から６年。地域の復興に向けた企業とＮＰＯのこれまでとこれから ダイアローグ・セッション 

ＦＡＸ 参加申込用紙 
 

事務局（みやぎ連携復興センター）宛 FAX 022-748-4552 

  気仙沼セッション 
 

取組報告または参加（予定）団体 

・一般社団法人リアス観光創造プラットフォーム 

・アサヤ株式会社 

・一般社団法人気仙沼観光コンベンション協会  

・ボランティアステーションin気仙沼【New!】 

・認定NPO法人底上げ【New!】 
 

会場へのアクセス 

K-port 
気仙沼市港町1-3 TEL: 0226-25-9915 
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● 
女川駅 

● 
シーパル 
ピア女川 

● 
あがいん 

ステーション 

至役場 

至石巻 

会場 

● 

至雄勝 ● 

会場 

●海の市 

フェリー
ターミナル 

● 

気仙沼市役所 
● 

●お魚いちば 

●ホテル観洋 

至南三陸 

至一関 

お申込み方法 

みやぎ連携復興センターのウェブサイト、またはFAXにてお申込み頂けます。 
 

ウェブサイトからお申込み頂く場合 

http://www.renpuku.org/ 

右記QRコードからもお申込み頂けます 

お問い合わせ先 

事務局（みやぎ連携復興センター石塚・堀内） 

TEL 022-748-4550 Mail info@renpuku.org 


